
団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

□指標：施設の利用者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 合計

目標値 19,000 19,200 － － － 38,200
実績値 12,838 － － － － 12,838

差 △ 6,162 － － － － △ 25,362

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和３年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市商工業振興センター

所在地 下関市南部町２１番１９号

下関商工会議所

会頭　川上　康男

下関市南部町２１番１９号

　産業振興部産業振興課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１２６５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：sgshokos@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

（単位：人　）

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート及び指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、具
体的な業務の実施状況等について確認結果をコメントした上で、「モニタリン
グの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　指定期間初年度に当たる令和３年度の実績値は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた
ことで、市による施設の使用中止や使用制限等、また利用者の自主的な使用控えにより目標値及び前年度実績値を下
回る結果となりました。

　本施設の設置目的は商工業の振興を図ることとなっており、管理運営業務の実施状況については、利用者からの大
きなクレームもなく、その設置目的を達成しながら、貸会場の利用等を通じて指定管理者制度導入の目的である市民
サービスの向上を果たしています。また、施設の維持管理及び業務の実施については、利用者の安全確保、施設の環
境保全、保安警備等にも努めるとともに、新型コロナウイルス感染症対策もしっかりなされていることから、適正に
行われていると評価します。

　令和４年度以降も、経済活動や働き方が新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえたものに変化していく中で、各
種会議及び講座のオンライン化等により、利用者数が過年度の実績値に及ぶことは難しいことが考えられますが、
Withコロナに対応した市民サービスを提供できるよう業務改善を積極的に推進し、更なる商工業の振興に向けて、一
層の利用者の獲得に努めていただきたいと考えています。
　また、築後３０年以上経過していることから、引き続き利用者の安全確保等に注意を払いながら、維持管理を行っ
ていただきたいと考えています。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されており、また施設
運営や利用者への対応については、公平・平等に利用できるよう努力されています。施設の運用について
は、新型コロナウイルス感染症の影響により、会議や講座等が延期又は中止になったことやオンライン化
の普及から、利用者数が減少となりました。

　業務を正確に把握し計画に沿って実行するとともに、業務の第三者委託についても適切に処理されてい
ます。また、自主事業の業務に取り組むとともに利用者へのアンケートを実施し、運営の向上に努めてい
ました。

　業務遂行に必要な人員配置及び管理体制を整え、所定の労務管理規程を遵守し、適正に管理されていま
した。

　貸会場使用料、施設管理費等の支出について、適正に処理されています。領収書や経理関系書類、施設
の利用に関する許可申請書等に関する書類についても、適切に整理保管されていました。

　施設利用者の安全を確保するための設備の保守点検、修繕等及び警備も適切に実施されているととも
に、緊急時には、迅速な連絡調整及び適切な対応がとられています。

　不要箇所でのこまめな消灯、空調機器の適切な温度設定の取組み等の省エネに努めています。

　一般管理費及び施設管理費について昨年度比で増加しているものの、当初計画の範囲内で適正に執行さ
れており、経費節減に努めながら、安定的かつ継続的に本施設を管理運営できる範囲内にあると考えられ
ます。

　指定管理者から提出された財務関係書類を確認し、財務状況について特に問題ないと判断しました。



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

□指標：施設の利用者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値 19,000 19,200 19,400 － －
実績値 12,838 9,909 － － －

差 △ 6,162 △ 9,291 － － －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和４年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市商工業振興センター

所在地 下関市南部町２１番１９号

指定管理者

下関商工会議所

会頭　川上　康男

下関市南部町２１番１９号

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート及び指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等について確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　産業振興部産業振興課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１２６５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：sgshokos@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

（単位：人　）

　指定期間２年度目に当たる令和４年度の実績値は、新型コロナウイルス感染症拡大によりオンライン会議が普及
し、会議室の利用回数及び利用人数が減少したことにより目標値及び前年度実績値を下回る結果となりました。

　本施設の設置目的は商工業の振興を図ることとなっており、管理運営業務の実施状況については、利用者からの
大きなクレームもなく、その設置目的を達成しながら、貸会場の利用等を通じて指定管理者制度導入の目的である
市民サービスの向上を果たしています。また、施設の維持管理及び業務の実施については、利用者の安全確保、施
設の環境保全、保安警備等にも努めていることから、適正に行われていると評価します。

　令和５年度以降も、経済活動や働き方が新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえたものに変化していく中で、
各種会議及び講座のオンライン化等により、利用者数が過年度の実績値に及ぶことは難しいと考えられますが、
Withコロナに対応した市民サービスを提供できるよう業務改善を積極的に推進し、更なる商工業の振興に向けて、
一層の利用者の獲得に努めていただきたいと考えています。
　また、築後３０年以上経過していることから、引き続き利用者の安全確保等に注意を払いながら、維持管理を
行っていただきたいと考えています。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されており、また、
施設運営や利用者への対応については、公平・平等に利用できるよう努力されています。施設の運用に
ついては、オンライン化の普及から、利用者数が減少となりました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　業務を正確に把握し、計画に沿って実行するとともに、業務の第三者委託についても適切に処理され
ています。また、自主事業の業務に取り組むとともに利用者へのアンケートを実施し、運営の向上に努
めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置及び管理体制を整え、所定の労務管理規程を遵守し、適正に管理されてい
ました。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　貸会場使用料、施設管理費等の支出について、適正に処理されています。領収書や経理関係書類につ
いて、適切に整理保管されていました。施設利用申請に対する許可書の記載内容について見直しを行
い、適正な内容で通知を行うことができています。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　施設利用者の安全を確保するための設備の保守点検、修繕等及び警備も適切に実施されているととも
に、緊急時には、迅速な連絡調整及び適切な対応がとられています。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所でのこまめな消灯、空調機器の適切な温度設定の取組み等の省エネに努めています。

事業収支

　経済性

　施設管理費について電気代の高騰等により昨年度比で増加しているものの、当初計画の範囲内で適正
に執行されており、経費節減に努めながら、安定的かつ継続的に本施設を管理運営できる範囲内にある
と考えられます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　指定管理者から提出された財務関係書類を確認し、財務状況について特に問題ないと判断しました。



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
目標値 19,000 19,200 19,400 19,600 －
実績値 12,838 9,909 14,535 － －
差 △ 6,162 △ 9,291 △ 4,865 － －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

（単位：人）

　指定期間３年度目に当たる令和５年度の実績値は、新型コロナウイルスの５類移行を受け、会議室の利用回数及
び利用人数が前年度実績値を上回りました。一方、オンライン会議等の普及により、目標値は下回る結果となりま
した。

　本施設の設置目的は商工業の振興を図ることとなっており、管理運営業務の実施状況については、利用者からの
大きなクレームもなく、その設置目的を達成しながら、貸会場の利用等を通じて指定管理者制度導入の目的である
市民サービスの向上を果たしています。また、施設の維持管理及び業務の実施については、利用者の安全確保、施
設の環境保全、保安警備等にも努めていることから、適正に行われていると評価します。

　令和６年度以降も、経済活動や働き方が新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえたものに変化していく中で、
各種会議及び講座のオンライン化等により、利用者数が目標値を上回ることは難しいと考えますが、新型コロナウ
イルスの５類移行により過年度の実績値を上回ってきており、Withコロナに対応した市民サービスを提供できるよ
う業務改善を積極的に推進し、更なる商工業の振興に向けて、一層の利用者の獲得に努めていただきたいと考えて
います。
　また、築後３０年以上経過していることから、引き続き利用者の安全確保等に注意を払うとともに、本施設に係
る個別施設計画も踏まえ、維持管理を行っていただきたいと考えています。

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート及び指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等について確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　産業振興部産業振興課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１２６５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：sgshokos@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

令和５年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市商工業振興センター

所在地 下関市南部町２１番１９号

指定管理者

下関商工会議所

会頭　川上　康男

下関市南部町２１番１９号



事業収支

　経済性

 一般管理費は計画通りの執行となり、保守維持費は当初計画の範囲内で適正に執行されており、経費削
減に努めながら、安定的かつ継続的に本施設を管理運営できる範囲内にあると考えられます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　指定管理者から提出された財務関係書類を確認し、財務状況について特に問題ないと判断しました。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　貸会場使用料、施設管理費等の支出について、適正に処理されています。領収書や経理関係書類につ
いても、適切に整理保管されていました。また、令和５年１０月から開始されたインボイス制度にも対
応し、適正な事務がされていました。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　施設利用者の安全を確保するための設備の保守点検、修繕等及び警備も適切に実施されているととも
に、緊急時には、迅速な連絡調整及び適切な対応がとられています。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所でのこまめな消灯、空調機器の適切な温度設定の取組み等の省エネに努めています。

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されており、また、
施設運営や利用者への対応については、公平・平等に利用できるよう努力されています。施設の運用に
ついては、新型コロナウイルスの５類移行に伴い、利用者数は増加となりました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　業務を正確に把握し、計画に沿って実行するとともに、業務の第三者委託についても適切に処理され
ています。また、自主事業の業務に取り組むとともに利用者へのアンケートを実施し、運営の向上に努
めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置及び管理体制を整え、所定の労務管理規程を遵守し、適正に管理されてい
ました。

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
目標値 19,000 19,200 19,400 19,600 －
実績値 12,838 9,909 14,535 20,052 －
差 △ 6,162 △ 9,291 △ 4,865 452 －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

（単位：人）

　指定期間の４年度目にあたる令和６年度の利用実績については、令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の位
置付けが変わったことにより社会活動の正常化が進んだことで、会議室の利用回数及び利用人数が増加しました。
オンライン会議等の利用も一定数見受けられましたが、前年から大幅な回復が認められ、目標値を上回る結果とな
りました。

　次のとおり、本施設の設置目的である商工業の振興に資していると評価しています。
　管理運営業務の実施状況については、利用者からの大きなクレームもなく、貸会場の利用等を通じて指定管理者
制度の導入目的である市民サービスの向上を果たしています。また、施設の維持管理及び業務実施については、利
用者の安全確保、施設の環境保全、保安警備等にも努めており適正に行われています

　令和７年度以降も業務改善を積極的に推進し、利用者のさらなる獲得、市民サービスの向上に努め、商工業の振
興を図っていただきたい。また、当該施設が築後３０年以上経過していることを踏まえ、引き続き利用者の安全確
保等に注意を払うとともに、本施設に係る個別施設計画も踏まえて、適切に維持管理を行っていただきたい。

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート及び指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等について確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　産業振興部産業振興課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１２２０

　Ｅ－ｍａｉｌ　：sgshokos@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

令和６年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市商工業振興センター

所在地 下関市南部町２１番１９号

指定管理者

下関商工会議所

会頭　曽我　德將

下関市南部町２１番１９号



事業収支

　経済性

 一般管理費は計画通りに執行され、保守維持費も当初計画の範囲内で適正に執行されています。経費削
減に努めながら、安定的かつ継続的に本施設を管理運営できる状況であると考えられます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　指定管理者から提出された財務関係書類を確認した結果、財務状況について特に問題はないと判断し
ました。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　貸会場使用料の徴収や施設管理費等の支出に係る事務はもちろんのこと、令和５年１０月から開始さ
れたインボイス制度にも対応し、適正な処理が行われています。また、領収書や経理関係書類も適切に
整理保管されています。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　施設利用者の安全確保に係る設備の保守点検・修繕、警備が実施されています。また、緊急時に備え
た迅速な連絡・対応体制が整えられています。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所でのこまめな消灯、空調機器の適切な温度設定など、省エネに努めています。

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき、適切に運営されています。ま
た、施設運営や利用者への対応についても、公平・平等に利用できるよう努められています。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　業務を正確に把握し計画に沿って実行するとともに、業務の第三者委託も適切に処理されています。
また、自主事業に加え利用者アンケートを実施するなど、運営の向上にも努められています。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置及び管理体制が整えられています。
　所定の労務管理規程も遵守されており、適正に管理されています。

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
目標値 19,000 19,200 19,400 19,600 20,000
実績値 12,838 9,909 14,535 20,052 19,068

差 △ 6,162 △ 9,291 △ 4,865 452 △ 932

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和７年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市商工業振興センター

所在地 下関市南部町２１番１９号

下関商工会議所

会頭　曽我　德將

下関市南部町２１番１９号

　産業振興部産業振興課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１２２０

　Ｅ－ｍａｉｌ　：sgshokos@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

（単位：人）

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート及び指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等について確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　令和６年度の利用実績については、令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の位置付けが変わったことにより社
会活動の正常化が進み、前年から大幅な回復が認められ、目標値を上回る結果となりました。一方、指定期間の５年
度目にあたる令和７年度の利用実績については、利用目標値20,000人に対して、実績値は19,068人となり、目標値を
やや下回る結果となりました。

　次のとおり、本施設の設置目的である商工業の振興に資していると評価しています。
　管理運営業務の実施状況については、利用者からの大きな苦情もなく、貸会場の利用等を通じて指定管理者制度の
導入目的である市民サービスの向上を果たしているものと評価します。また、施設の維持管理及び業務の実施につい
ては、利用者の安全確保、施設の環境保全、保安警備等にも努めており、適正に行われております。

　令和８年度以降も業務改善を積極的に推進し、利用者のさらなる獲得や市民サービスの向上に努めるとともに、商
工業の振興を図っていただきたい。また、当該施設が築後３０年以上経過していることを踏まえ、引き続き利用者の
安全確保等に十分留意し、本施設に係る個別施設計画も踏まえながら、適切な維持管理を行っていただきたい。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の安全・維持管理等は、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき、適切に運営されています。ま
た、施設運営や利用者への対応についても、公平かつ平等に利用できるよう努められています。

　業務を正確に把握し計画に沿って実行するとともに、業務の第三者委託も適切に処理されています。ま
た、自主事業に加え、利用者アンケートを実施するなど、運営の質の向上にも努められています。

　業務遂行に必要な人員配置及び管理体制が整えられています。また、所定の労務管理規程も遵守されて
おり、労務も適正に管理されています。

　貸会場使用料の徴収や施設管理費等の支出に係る事務はもとより、令和５年１０月から開始されたイン
ボイス制度にも対応し、適正に処理されています。また、領収書や経理関係書類も適切に整理・保管され
ています。

　施設利用者の安全確保に係る設備の保守点検・修繕および警備が適切に実施されています。また、緊急
時に備えた迅速な連絡・対応体制が整えられています。

　使用していない場所でこまめに消灯を行うことや、空調機器の適切な温度設定など、省エネルギーに努
めています。

 一般管理費は計画通りに執行され、保守維持費も当初計画の範囲内で適正に執行されています。経費削
減に努めつつ、安定的かつ継続的に本施設を管理運営できる状況です。

　指定管理者から提出された財務関係書類を確認した結果、財務状況について特に問題は認められません
でした。



利用者から寄せられた苦情・意見等とその対応状況
No 日付

1 4月12日

2 ５月中旬

3 6月12日

4 6月23日

5 6月23日

6 7月4日

7 9月24日

8 12月9日

9 12月10日

10 12月9日

11 2月20日

12 3月3日

13 3月11日

14 3月18日

内容 対応
防火設備点検をしていたところ、地階の防火
シャッターが壊れ、突然落下したもの。支えて
いるワイヤーと歯車が外れ、空回りしたことに
よる。

2025/4/14シャッターの専門業者に委託して、ワ
イヤーと歯車を固定する応急工事を実施し、安
全措置を施した。また、本体更新工事の見積りを
依頼した。

第1研修室の音響設備について、マイクは正
常だがスピーカーから音が出ない状況とな
る。アンプの故障。

5/22音響設備の専門業者に委託して、放送用ア
ンプを修繕し、復旧した。

地下駐車場警備員室のエアコンが冷気が出
ないなど機能に不具合が発生したもの。

2025/6/12警備員からエアコンの故障の報告が
あった。専業者を呼び、原因調査と修繕工事の
見積りを依頼した。→７月に修繕工事で調整中

三階女子トイレの壁面タイルが崩落したも
の。

2025/6/23 トイレの壁面のタイルが崩落している
のを発見。専門業者に修繕の見積りを依頼した。
→７月に修繕工事で調整中

三階女子トイレの壁面タイルが崩落したも
の。※先月続き

専門業者により改修工事を8月25日より開始し
た。（9月2日完成予定）

2階非常通路の非常灯が経年劣化により故障
し、点灯しない状況となっており、消防設備点
検検査において「不可」と判定されたもの。

消防設備不備のまま放置することはできないた
め、専門業者を呼び、改修工事の見積りを依頼
した。→8月に修繕工事で調整中

第2研修室の音響設備が故障し、雑音、ハウ
リングが発生した。

10月14日に専門業者に依頼し、原因調査と修理
を行う。ワイヤレスの第1系統のアンプが故障。
ワイヤレスマイクの3系統を調整し使用できるよう
応急修理。ワイヤレスポケットマイク系統は要修
理となる。

3階男子トイレの洋式便器、和式便器のそれ
ぞれのパイプから漏水があり、床面に流れ出
ている状況。

産業振興課担当者に報告し、修繕工事につい
て、委託業者に経費見積を依頼した。

地下駐車場において、市産業立地・就業支援
課の公用車が、駐車していた商工会議所職
員所有の私用車に接触し、破損する事故が
発生。原因は公用車運転手の不注意による。
この事故で建物の損傷はなし。人身被害もな
かった。

建物の損傷はないことを確認した。警察署による
事故見分に立会う。双方の車両の所有者間で修
理の保険対応など示談で決着した。

3階男子トイレの洋式便器、和式便器のそれ
ぞれのパイプから漏水があり、床面に流れ出
ている状況。

産業振興課担当者に報告し、修繕工事につい
て、委託業者に経費見積を依頼し、工事を発注。
1/7に修繕工事が完了した。

３階第２研修室及び会議室の音響設備に異
音、ノイズが入る、音声が断絶するなどの異
常が発生。設備の老朽化が原因と思われる。

産業振興課担当者に報告。修繕工事について、
委託業者に経費見積を依頼し、修繕工事を実施
した。

1階女性トイレの換気扇が故障し、大きな異音
が発生し、騒音となったもの。経年劣化による
モーター等の故障が原因。

3/3に委託業者により、換気扇を交換修復する工
事が完了

3階会議室の音響設備について、アンプが故
障し、委託修理のアプリを更新したが、少し異
音、ノイズ、ハウリングが発生していた。ワイ
ヤレスマイクが原因の一つであった。

3/11会議室の音響設備について、ワイヤレスマ
イク2本を購入・更新し、新しいマイクを導入した。

地階にある揚水ポンプが故障し、水がポンプ
タンクまで上がらない状況である。原因はポ
ンプの配電盤の故障による。

3/18揚水ポンプの配電盤の部品を交換するなど
修繕が完了。


